
 

 

社会福祉法人 黎明会 

介護型ケアハウス ストロベリー 

平成 29 年度 事業計画 

 

 

 

 

基本理念 

 地域とともに歩む誠実な介護 

 

 

基本方針 

 ○利用者の尊厳と人権を守ります。 

 ○ひとりひとりの個性を尊重し、その人らしい生活を支えます。 

 ○家庭的な雰囲気を大切にします。 

 ○外部医療機関と連携し安心・安全を図ります。 

 ○職員は常に自己研鑽に努め、質の高い介護を目指します。 

 

 

 事業内容 

特定施設入居者生活介護36名 

（介護予防特定施設入居者生活介護） 

短期利用型特定施設入居者生活介護（ショートステイ） 
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重要目標 

 
職員はケアハウスの理解を深めることでユニットケアのさらなる向上を目指し、個々のニーズに

沿ったサービスを効果的に提供していくため、季節感を感じながら参加できる行事や趣味・嗜好

を取り入れたコミュニケーションを大切にし、心身機能の維持向上に努めます。また入居者様の

人権を尊重しプライバシーの保護、コンプライアンスの徹底に努めます。 

 

 

 

（１）入居者・家族満足を高める為の介護サービスの向上 

  ①入居者様の個性を尊重した介護を実施するため、個々の状態を正しく理解し適切な介

護を行い、自立支援に焦点を置いたサービス計画を策定する。 

   ③入居者様の状態変化に迅速に対応できる柔軟な組織体制と連携を強化し、ニーズに即し

た具体的なサービス提供を行い、生活の自立向上を図っていく。 

  ④教養娯楽サービスの提供を検討し、入居者様に満足していただける行事等を企画・実

施していく。 

 

（２）職員の安定した人材確保を図る 

  ①継続的に募集活動を行い。入居者様に個別ケアを提供できる必要人数を維持する。 

  ②職場環境を整え、働きやすい職場を作り離職を防ぐ。 

  ③研修を充実させ、指導・育成、訓練により能力の向上に努め、職員の定着を図る。 

 

 （３）入居者数の増加 

   ①ホームページや施設内新聞の安定した更新を継続することにより施設への理解を深め

て頂く。 

   ②営業活動及び広報活動を活性化させ、入居者の増加を図る。 

 

 （４）入居者居室、共用スペース等生活エリアの環境整備 

   ①施設内の美化に努め、入居者様が安心で快適に過ごせる環境を提供する。 

   ②掃除計画に沿って実行・継続することで美化だけではなく、感染防止にも努める。 

 

 



 

 

 

会議・委員会一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営会議
運営上の現状報告と課題や問題点の検討を行う
事を目的とする。
また、施設の方向性について検討する。

施設長・看護主任・介護主任
地域連携主任・サービス提供主任

週１回

各部署の問題点等について検討し、業務の改
善を図り、介護サービスの向上や職員の業務の
効率化を図り、経済的損失を低減する為の計画
をする事を目的とする。また施設内研修を企画・
実施する。

事故報告やヒヤリハットなどの実態を把握して委
員会で検討し、提言や対策をユニット会議にて
報告すると共に具体的対策を講じて事故防止に
努める。

身体拘束廃止の為の対策・検討・指導・マニュア
ルの作成。記録の整備。

食事内容（形態・献立）・栄養面や御利用者から
の要望などを話し合う場とする。

避難訓練の実施（日中と夜間を想定し、年２回実
施）緊急時・ＡＥＤ使用方法の研修会等を企画
実施する。

苦情処理委員会 苦情処理の報告と防止・改善対策の検討 施設長・地域連携主任 随時

給食委員会
施設長・栄養士

調理員
３～４ヵ月に１回

防火管理委員会
施設長・火元責任者
介護主任・介護リーダー

必要時招集

業務改善
委員会

施設長・看護主任
地域連携主任・ケアマネ
介護主任・介護リーダー

月１回　第４木曜日
１５：３０～

行事・レク委員会
日々のレクリエーション及び季節に応じた行事を
提案企画し、安全に楽しく実行する為の事前準
備・当日運営を行う。

委：瀧岡
岩田・枡本・窪田・尾上
三谷・川田・石田・福田
介護主任・地域連携主任

月１回　第２木曜日
１５：３０～

感染委員会
施設内感染の調査、対策検討、指導、
マニュアルの作成。

委：佐藤
岩田・窪田・川田・福田

看護主任・看護師・介護主任

月１回　第３金曜日
１５：３０～

リスクマネジメント
委員会

委：井上
枡本・尾上・三谷・石田

施設長・看護主任・介護主任
地域連携主任・看護師・ケアマネ

月１回　第２火曜日
１５：３０～

身体拘束廃止
委員会

さくらんぼ・ぶどう
ユニット会議

利用者様のケアサービスについて報告・議論を
交わし、介護サービス内容の最適化及び介護意
識の統一を行う。また、ユニット内での問題点を
調整し改善を図る。

各ユニットスタッフ

月１回　第３火曜日

すいか・みかん
ユニット会議

月１回　第３水曜日

委員会 目的 参加メンバー 開催日時

判定会議
面談及び情報をもとに入居可能か
話し合い決定を行う。

施設長・地域連携主任
看護主任・介護主任

随時

看護師会議
入居者様の現状報告、今後の動向に
ついて話し合い、看護計画を立てる。

看護主任・看護師 第４火曜日



 

 

職員研修計画 

 

 

  

 

 

 

 

月 研修名 目的 担当 

4 接遇及びコミュニケーション技術研修 

施設職員として、入居者様やご家族

様への接遇を学びコミュニケーショ

ン能力の向上を図り、より良いサー

ビスを提供する。 

相談員 

6 リスクマネジメント研修 

介護事故の危険性を知ることで現場

の危険予知力の向上を図り、事故防

止に繋げることを目的とする。 

リスク委員会 

8 介護技術研修 

安全安楽な介助方法を学び、確実な

介助技術や知識を習得し、単純なミ

スよる介助事故を防ぐ。また、介護

者にとっても負担のない技術を身に

つける。 

介護主任 

介護リーダー 

10 感染対策研修 

利用者や職員の安全を守るため、感

染に対する基本知識を学び、予防・

対策を確実に実施するための研修。 

看護主任 

12 虐待防止研修 

不適切ケアの実態を知り、虐待に対

する理解を深め、利用者の立場に立

ったより良い介護を目指して自発的

な課題発見や日々のケアの改善につ

なげる。 

虐待防止研修 

受講スタッフ 

2 フリー研修 

日々の業務の中で学びたいことな

ど、意見を集めて研修として実施す

る。 

 



レクリエーション 

 

映画鑑賞 毎月 1 回 おやつクッキング 毎月 1 回 

外食 毎月 1 回 ピアノ演奏会 毎月 1 回 

買い物 毎月 1 回 誕生日会 毎月 1 回 

フラワーアレジメント 毎月 2 回 お花植え 季節毎 

カラオケ 毎月 4 回 焼き芋会 年 1 回 

 

行事計画 

 

掃除計画 

 

場所 頻度 備考

リビング 毎日 掃除機・次亜塩素による消毒

廊下 毎日 掃除機・次亜塩素による消毒

居室 毎日 掃除機・次亜塩素による消毒

手すり 毎日 次亜塩素による消毒

ベッド柵 毎日 次亜塩素による消毒

洗面台 毎日

居室トイレ 毎日

共用トイレ 毎日

浴室 毎日 次亜塩素による消毒

ポット 月/1回 専用剤による消毒

洗濯機 月/1回 専用剤による消毒

車椅子 月/1回 掃除及び点検

エアコンフィルター ２ヵ月/1回

エアコンフィルター（共用部分） ３ヵ月/１回

1 月 初詣 7 月 七夕 

2 月 節分祭 8 月 流しそうめん 

3 月 ひな祭り 9 月 敬老会 

4 月 お花見 10 月 秋祭り 

5 月 いちご狩り 11 月 紅葉ドライブ 

6 月 遠足 12 月 クリスマス会 



 

社会福祉法人 黎明会 

デイサービス ストロベリー 

平成 29 年度 事業計画 

 

 

 

基本理念 

 地域とともに歩む誠実な介護 

 

 

基本方針 

 ○利用者の尊厳と人権を守ります。 

 ○ひとりひとりの個性を尊重し、その人らしい生活を支えます。 

 ○家庭的な雰囲気を大切にします。 

 ○外部医療機関と連携し安心・安全を図ります。 

 ○職員は常に自己研鑽に努め、質の高い介護を目指します。 

 

 

事業内容 

通所介護30名定員 

（介護予防通所介護） 

 

重要目標 

①曜日別平均利用者数18名を目指し、経営基盤の安定を図る。 

②市場調査（ケアマネや家族対象）を実施し顧客ニ－ズを探り、新サ－ビスを生み出す。 

③広報戦略を練り、新規顧客獲得を目指す。 

 

事業計画 

ご利用者が在宅生活を維持出来るように支援していきます。 

行事やレクリエーション内容の充実を図り、利用者様の満足度を上げる。また、利用者

様や家族様との信頼関係を築くことでリピーターの増加・定着を図ります。 

機能訓練サービスを継続し利用者の身体能力を維持に努めます。 

 

 



会議・委員会 

 

【会議・委員会】会議名 開催日 目的・役割 メンバー 

スタッフ会議 
・月1回 

・その他、随時 

・事業所全体の事業運営のための必要

事項の確認・ケース検討を実施。 

・内部研修の実施。 

・年間行事の企画・提案を実施。 

・内部研修の実施。 
 

施設長 

デイ全職員 

 

 

年間行事計画 

 

月 行事名 月 行事名 

1月 
初詣 

新年会 
7月 七夕祭り 

2月 節分祭 8月 夏祭り 

3月 
桃の節句 

（ひな祭り） 
9月 敬老会 

4月 桜 お花見 10月 運動会 

5月 
端午の節句 

（母の日） 
11月 

紅葉狩り 

文化祭 

6月 
園芸・喫茶 

（父の日） 
12月 

クリスマス会 

忘年会 

 

その他、ケアハウス ストロベリーに準ずる 


